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農
曲
中
博
士

板

野

新

武夫

農

串

土

長

谷

)11 

緒

雷

著
者
等
は
韓
に
土
壌
成
分
の
簡
易
検
定
法
に
闘
す
る
研
究
に
着
手
し
英
中
ア
ム
モ
品
ア
性
謹
議
、
硝
酸
性
窃
議
、
燐
酸
及
び
加
盟
に
劃
す

る
成
績
は
既
報
の
如
く
で
tu
る
が
共
後
他
の
諸
成
分
に
就
て
研
究
を
績
行
し
石
友
、
苦
土
、
及
び
盟
議
に
劃
す
る
分
析
結
果
を
得
た
の
で
蕊

に
報
告
す
る
吹
第
で
あ
る
。賓

験

の

吾B

其

供

試

土

填

快
試
土
壊
に
は
次
mw
一
一
一
一
種
を
使
用
し
た
。
今
其
概
要
を
示
せ
ば
蔀
一
表
hw
如
く
で
あ
る
。



要

土番埠蛾 供試土捜採集地 地質!土佐|地

岡山際倉敷市大原農業研究所 砂縫
. 

6.13 1 沖積 畑

2 同 上 " " 畑 6.回

3 同 上 " " 畑 4.94 

4 同 よ " " 回 5.04 

5 岡山際児島郡藤戸町藤戸 " 植壊 田 4.89 

6 岡山脈児島郡灘崎村西高崎 " 砂岩盤 回 5.03 

7 岡山際都程郡帯江村~島 " 境土 回 4.70 

8 同 よ " 同上 畑 5.22 

9 岡山勝者~Wfi郡帯江村8山 " 向上 畑 7.回

10 同 上 " 同上 回 5.03 

11 岡山際児島郡福田村康江 " 砂. 回 4.94 

12 同 上 " 同上 畑 5.47 

13 岡山際都留都中庄村黒崎 " .上 田 5.04 

14 同 上 " 向上 畑 5.04 

15 同 上 " 同上 畑 5.49 

16 同 上 " 向上 回 4.94 

17 岡山際都宮郡t早島町前潟 H 向上 畑 7.89 

18 岡山際都窪郡早島町宮崎 " 同上 回 5.67 

19 岡山際倉敷市吉岡 " 向上 回 4.48 

20 同 上 " 向上 回 5.44 

21 岡山脈児島郡興除村 " 砂. 6.回

22 岡山鯨御棒郡福首高村 開 向上 新干拓地 7.19 
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簡
易
土
穆
成
分
梅
港
誌
の
研
究
ハ
篤
二
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〉
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四

其
二

石

灰

の

検

定

ー
、
検

定

方

法

供
試
土
壌
は
風
乾
般
態
及
び
新
鮮
欣
態
の
両
者
を
用
別
刷
、
風
乾
土
に
封
し
で
は
ご
粍
の
飾
を
過
し
た
る
も
の
を
使
用
し
た
。
以
下
土
樺
浸

出
描
液
の
調
製
方
法
は
前
報
の
方
法
と
同
様
で
あ
』
匂

次
に
此
土
壌
漫
向
泌
液
及
別
記
棟
地
中
液
の
各
h

一
O
滴
を
加
盟
測
定
の
場
合
に
使
用
せ
る
細
長
試
験
管
に

34
ム
球
を
具
へ
た
黙
滴
ピ
ペ

ツ
ト
を
用
ぴ
セ
別
ち
取
り
、
別
記
石
次
検
定
用
問
輔
の
各
一K
一
滴
宛
を
注
加
し
て
激
し
く
振
撞
し
三
分
開
後
に
共
向
色
の
掴
濁
度
を
比
較
す
る
。

世

註

本
ピ
ペ
ッ
ト
は
共
尖
端
の
大
き
は
直
径
ご
粍
で
あ

3e二
坊
に
液
の
暖
引
鷹
出
用
の
小
ゴ
ム
暗
唱
を
具
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
本
簡
易
検
定
誌
の
を
~
慢

試

に
共
通
の
も
の
で
あ
っ
て
、
前
副
慨
に
於
て
明
記
し
な
か
っ
た
の
で
、
廷
に
迫
記
し
て
醤
〈
。

硝
飛

で
土
境
浸
出
用
試
薬
は
前
報
の
も
の
と
同
様
で
あ
る
。

一
}
、
確
酸
ソ
ー
ダ
の
飽
和
溶
液
。

標

準

液

純
酸
酷
石
友

n
p
(
P
F
3
V
問
。
の
八
・
八

O
八
五
を
浸
同
械
に
溶
解

L
で
、
毛
檀
b
L

一
O
O艇
と
し
貯
離
間
液
ー
と
す
る
。

d

n

H

C

J

『

・

印

印

凶

・

印

之
を
基
礎
に
其
叶
町
:
入
会
副
司
・・

3
r
J
司
，(n
v」
副
司

・

3
・凶

sq・
-
-
(
阿
)
の
濃
度
差
是
を
以
て
稀
稗
し
た
博
液

を
調
製
し
便
宜
上
、
上
記
の
如
〈
順
次
に
A
、
B
、
C
、
D
、
E

の
記
蹴
を
附
し
て
各
其
調
湖
度
を
示
す
事
に
し
た
。

耳
、
配
員

験

帝占

果



比
重
一
二
五
の
熱
瞳
酸
浸
出
法
に
依
る
石
友
測
定
結
果
と
本
検
査
法
に
依
る
成
績
と
を
封
比
す
れ
ば
第
二
去
の
様
で
あ
る
。

熱曜酸浸出法並びtt簡易法

に偵.o有家測定結果の比較

第二表

土扇 I 暫(鉢盟百~ I 盟議時請書
棚 風乾土|新鮮土

1 0.95 A A-s 

2 0.79 B B 

g 0.81 B B 

4 0.77 B B-C 

5 0.78 B B 

6 0.57 。 C.-D 

F 0.42 D D 

8 0.33 D....E D 

9 1.00 A A 

10 078 B s-C 

11 0.77 B B 

12 0.72 B B-C 

13 0.50 D D 

14 0.42 D D 

15 0.54 。 G 

16 0.76 B B 

17 0.97 A A-s 

18 O.回 。 C 

19 0.68 B，...C B-C 

20 0.61 。 C 

21 0.72 B 

22 0.53 c 

表中A-BliA.Bの中間値を示すも

のである。

(註】

本
表
に
於
て
明
に
伺
は
れ
る
如
く
一
般
常
法
に
依
る
分
析
結
果
の
中
石
友
含
有
量
の

7
0
d河
内
外
の
も
の
は
A
の
調
燭
度
を
興
へ

ρ・八

dw内
外
の
も
の
は
B
、
0
・
六
%
内
外
の
も
の
は

c
・

0
・閲
dm
内
外
の
も
の
は
D
の
夫
々
調
樹
皮
一
を
示
し
て
、
雨
分
析
法
に
於
け
る
結
果
は

平
行
的
に
良
く
一
致
し
た
成
韻
を
示
し
た
。
向
新
鮮
土
に
於
て
は
水
分
等
の
閥
係
上
風
乾
土
の
場
合
よ
り
も
二
、
コ
一
拍
…
k

低
い
値
を
示
す
も

の
も
あ
っ
た
が
会
腫
的
に
は
風
乾
土
の
場
合
と
犬
差
は
無
か
っ
た
。

其

の

検

定

苦

土

検

方

法

定簡
易
土
製
成
分
検
定
訟
の
研
帽
九
(
第
二
報
U

-
Z
七
五



間
同
卸
土
漉
成
分
検
定
法
の
研
究
(
第
一
一
報
〉

三
七
六
・

前
報
ア
A

モ
畠
ア
性
窒
素
検
定
の
場
合
に
用
ひ
た
比
色
盤
に
土
壌
浸
出
泌
液
並
び
に
別
記
標
準
液
の
各
k

一
O
滴
を
取
り
此
各
k

苦
土
検

定
用
試
襲
A

の
一
滴
及
び
同
試
襲
B
の
三
滴
宛
を
加
へ
比
色
盤
を
振
動
し
て
試
業
と
浸
出
滋
液
と
を
良
く
混
和
せ
し
め
、
一
分
間
放
置
し
た

後
、
其
憧
黄
色
乃
至
赤
色
皮
を
比
較
す
る
・

試

襲

て
土
壌
浸
出
用
試
襲
は
前
報
の
も
の
と
同
一
で
る
る
。

二
、
試
薬
A
:
:
:
0・
一
五
瓦
の
チ
タ
シ
糞
ハ
ド
ク
ト
ル
・
デ
4
・
グ
レ
ヱ
プ
レ
ル
・曾
一位

U
H
の
・
。
Z
Z
R
h
r
n
0・
製
品
又
は
之
と
同
質

口
問
)
を
五

O
抵
の
メ
チ
ル
・
ア
ル
コ
ホ
ル
と
五

O
婚
の
蒸
溜
水
と
の
混
和
液
中
に
溶
解
せ
し
め
る
。

本
試
襲
は
三
ヶ
月
毎
に
更
新
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
・

試
襲
B
:
:・
一
五
瓦
の
苛
性
ソ
ー
ダ
を
一

O
O援
の
蒸
溜
水
に
溶
解
せ
し
め
る
。

+票

単

液

純
酷
酸
マ
グ
永
シ
ア
沼
偽
(
♂
国
帥
O
同
)
同

AmEも
の
凹
・
四
一
五
瓦
を
浸
出
殺
に
溶
解
し
て
一

O
O援
な
ら
し
め
貯
離
原
液
と
す
る
。

拍

・

。

同

・

明

言
者
共
J
割

・

3
・
J
割

・

3
v・
〕
罰

(
0・
J
W
V
:
・3
Y
J
V
V
・

2
)
の
各
浪
度
に
浸
出
液
を
以
て
稀
掴
押
し
た
博

液
を
調
製
し
便
宜
上
、
上
記
の
如
く
順
次
に

P
切

-n-P
開
・
の
略
班
を
附
し
て
夫
々
の
呈
色
庇
を
示
す
事
に
し
た
。

E
、
賓

験

結

果

今
比
重

一
二
五
の
熱
盛
酸
浸
出
法
に
依
る
苦
土
測
定
結
果
と
、
本
検
定
法
に
依
っ
て
得
た
結
果
と
を
封
比
す
れ
ば
第
三
表
の
通
り
で
あ

る。



瑚|鰐1:議長君主主書 |
番勝 風乾士|新鮮土

1 O.田 D D 

2 0.81 D D 

3 0.72 D D-E 

4 0.72 D D 

5 1.49 A A 

6 1.28 A A 

7 0.88 C-D D 

8 0.84 D D 

9 1.18 B B 

10 0.95 B B 

11 0.44 E E 

12 0.59 E E 

13 0.52 E E 

14 0.:8 E E 

15 0.62 D-E E 

16 O.句 C C-D 

17 0.47 E E 

18 0.74 D D 

19 。91 。 。-D

20 1.04 B B 

21 1.46 A 

22 1.71 A 

表中C-Dの如きはC，Dの中間値を

示すものである。

杢第三表熱堕酸浸出法並びに簡易法
一 ・
定 に依る苦土測定結果の比較
就
て
考
察
を
試
み
る
に
熱
堕
酸
法
に
依
る
苦
土
含
有
量
t<: 
Bき
て
約

五
% 
内
外
の
も
の
は
簡
易
法
に
於
け
る
A 

の
呈
色

度
を
一
示
し
、

E註〉

も
の
は
E
の
夫
々
呈
芭
皮
を
示
し
て
雨
分
析
法
に
依
る
結
果
は
良
く
平
行
的
に

一
致
し
て
居
る
。

一・
o
d
w内
外
の
も
の
は
B
、
0
・九
U
W
内
外
の
も
の
は
C
、

0
・
七
l
0・八
%
内
外
の
も
の
は
D
、
0
・五

1
0・
六
%
内
外
の

亦
新
鮮
土
の
場
合
に
於
て
も
一
、
ニ
の
幽
変
化
は
b
っ
た
が
、
総
強
的
に
は
風
乾
土
の
場
合
と
犬
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

ー
、
検

其
四

瞳

素

の

検

定

土
嬢
浸
出
渇
液
(
浸
出
用
試
薬
に
は
別
記
の
も
の
を
附
ひ
.
浸
出
方
法
は
前
記
諸
成
分
の
場
合
と
金
く
同
様
で
あ
る
V

並
び
に
別
記
標
準

定

方

法

簡
易
土
壌
成
分
検
定
訟
の
研
究
(
第
二
報
)

一一一
七
七



繍
因
調
土
綾
成
分
量
慣
定
訟
の
研
岬
丸
(
第
二
割
報
)

三一
七
人

換
の
各
h
吋

O
滴
を
・
加
累
測
定
の
際
用
ひ
た
細
長
試
験
管
に
と
り
別
記
聾
索
測
定
附
試
績
の
各
一
滴
宛
を
加
へ
、
激
し
〈
振
種
じ
た
後
白
色

の
洞
湖
・
躍
を
比
較
す
る
。

試

礎

一
、
浸
出
液
:
:
:
六
五
%
浪
・
抵
の
純
浪
硝
酸
一
間
援
乞
議
滑
水
を
以
て
稀
揮
し
て
一
立
と
す
る
。

本
液
は
略
々

0
・二
規
定
で
あ
る
。

二
、
二
dw硝
酸
銀
溶
液
ハ
掲
色
賠
滴
場
に
貯
賊
す
る
v

棟

準

液

純
瞳
化
ナ
ト
H

ツ
ウ
ム
の

0
・
八
二
四
瓦
‘
乞
蒸
溜
水
に
溶
解
し
て
一

O
O姥
な
ら
し
め
貯
械
原
液
と
す
る
。

同

切

串

臼

M

d

批
原
液
よ
り
共
l

H
割

!:2・
4
割
・
入
国
v
・
副
司
・
:
《

0
・
高
司
;
・

3
・

gq:・

3
・，
H
割

引
・

3
」司
:
5の
各
浪

度
K
蒸
溜
水
を
以
て
稀
阻
押
し
た
溶
液
を
調
製
し
便
宜
上
上
記
の
如
く
〉
・
回
、
の

-
u
-
F
F
P
の
略
械
を
附
け
て
各
k

共
混
濁
椛

事
tz
レ
売
。

E
、
貰

験

結

果

官
官
量
法
草
ぴ
に
本
検
定
法
に
依
H
Q
聾
業
定
量
成
績
を
謝
比
す
れ
ば
第
四
家
の
通
り
暢
u
b
る。

水
素
に
於
て
伺
は
れ
る
如
く
畳
一
括
合
量
の
約

0
・0
一
B
I
O
-
Oニ
.
%
の
も
の
は
簡
易
法
に
於
け
る
C
の
調
湖
底
に
相
官
し
、

Q
-
O
O
六

以 l下。
のよ

E5  
72空
G '7' 

)~内
屋外
F d) 

Lも
U の
のけ
掴 D
樹、

能。
盆r ・
長 O
L Q 

面支
分担

EF 
tとも
仕の

玄住
結骨

詰?
平 o
tr 0 
的ニ

~ 6 
致，。
そ Q
居エ
る事4

内
外

新叫の

主 E
D.エ
場下
守口 、
にハ
於 γ
て O
も O
功=一
風予告



容量法並びに簡易法に依る

盛素測定結果の比較

第四表

土簸 警官l簡易楼に制 度

軍E鋭 ( 中百) 風乾土| 新鮮土

1 0心007 F-G G 

2 0.0∞4 。 G 

3 O.∞08 F-G F-G 

4 0.C004 G G 

5 0.0125 C C 

6 0.0182 c C 

7 0.0005 。 G 

8 O.∞57 E E 

9 0.0C65 D D 

10 O.∞41 E-F F 

11 0.0ι20 F F 

12 O.∞12 F-G G 

]3 oαY13 D D-E 

14 O.∞21 F F-G 

15 0.0055 E E、F

16 O.∞29 F F 

17 0.00印 E E 

18 0.0113 C C-D 

19 0.OC63 D D 

20 。∞却 F F 

21 0.0665 B 

22 0.39(氾 10x A 

乾
土
と
大
な
る
理
化
日
以
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

表中F-Gの如きIt.F，Gの中間値を

示.tものである。

〈佐〉

又
一
般
作
物
は
土
壌
市
中
盤
議
含
量
が

Q
e
↓
%
以
上
に
建
ず
る
時
は
共
生
育
は
不
良
と
な
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
.
今
回
分
析
を

試
み
た
試
料
中
比
較
的
腫
菱
自
量
の
大
た
る
も
の
は
僅
か
に

Z
0・
戸

2
0・M
M

の
二
品
に
過
ぎ
・
毒
素
有
害
作
用
の
限
界
を
検
知
す
る
上
に

は
些
か
試
料
不
足
の
嫌
ひ
が
あ
り
、
尚
此
鮎
貨
験
を
重
ね
る
必
要
も
る
る
事
と
忠
は
れ
る
が
、
犬
聞
に
於
て
A

の
酒
濁
度
以
上
を
興
へ
る
も

の
は
一
般
耕
地
と
し
て
不
適
賞
と
考
へ
て
差
支
へ
な
い
も
の
と
忠
は
れ
る
。

ベ・‘
J

t

総

括

一
、
同
開
え
の
酷
酸
ソ
ー
ダ
溶
液
主
土
壌
浸
肉
用
試
藁
と
す
る
簡
易
土
壌
成
分
検
定
棋
に
依
P
石
友
及
苦
土
の
測
定
を
行
ひ
亦
0
・
ニ
規
定

鎖
国
四
土
捜
成
分
検
定
法
の
研
究
(
第
二
報
)

ヨ
一
七
九



続
易
土
漉
成
分
検
定
訟
の
研
究
(
第
二
報
)

三へ
O

の
楠
酸
液
を
土
壊
浸
出
用
試
襲
と
す
る
迅
速
車
業
検
定
法
に
依
り
堕
索
の
測
定
を
行
ひ
夫
k

土
壊
分
析
の
一
般
常
法
に
依
る
結
果
と
比
較

を
試
み
た
。

二
、
現
地
に
於
て
本
簡
易
検
定
法
定
適
用
す
る
目
的
か
ら
供
試
口
聞
に
は
風
乾
蹴
態
並
び
に
新
鮮
蹴
態
の
両
者
を
用
ひ
て
検
定
を
行
っ
た
。

一二、
・
石
次
、
苦
土
、
盛
山
東
の
各
成
分
を
通
じ
て
新
鮮
土
は
風
乾
土
の
場
合
に
較
べ
て
柑
k

低
い
値
を
示
す
も
の
も
あ
っ
た
が
綿
髄
的
に
は
殆

E
大
差
は
た
く
共
に
一
般
常
法
に
依
る
結
果
と
平
行
的
に
一
致
し
た
。
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ハZ
V
緩
野
・
長
谷
川
良
血
事
研
究
、
第
二
九
谷
.
二
六
回
l
二
七
五
頁
、
昭
和
十
三
年


